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アメリカの鉄道業界について調査を実施した。今月は事業

者及びロビイストの調査結果を報告する。 
（なお、前回の報告については、 
https://www.jterc.or.jp/members2/journal/pdf/no77_oversea
s-com07.pdf  を参照）。 
 
1————鉄道事業者 25)26)27)28) 

 
アメリカの鉄道は，貨物と旅客の双方の部門を備えた民間

企業として発展し，19世紀後半には交通分野において独占的

な地位を築いた．内情としては，貨物輸送の利益を旅客輸送

の損失に充当するという運営を行ってきた． 
しかし，戦争の終結，高速道路網の建設，ジェット航空機

の導入が貨物・旅客双方において鉄道の市場占有率を大きく

下げた．また，鉄道は個人投資家の資金によりすべての投資

が賄われるのに対し，高速道路や空港の建設に対しては政府

が支援を行っており，これが鉄道の市場占有の悪化に拍車を

かけた．そこで政府は鉄道旅客輸送を運営する公共企業体と

してアムトラックを設立することで旅客を貨物から切り離し，

貨物鉄道を救済した．貨物鉄道は旅客輸送の赤字負担から免

れるとともに，輸送市場での競争が十分に可能となり，政府

の補助を必要としない経営に変革された．また，アムトラッ

クの設立にあたり，旅客鉄道も「通勤鉄道」と「都市間鉄道」

と区分されるようになった． 
こういった背景から，アメリカでは基本的に民間貨物鉄道

事業者が設備を保有し，公共旅客鉄道事業者がその線路上を

運行するという形態となっている． 
 
1.1 貨物鉄道事業者 

STB（陸上運輸委員会）の定義により，鉄道会社の売り上

げによって一級鉄道，二級鉄道，三級鉄道に区分されている．

2017年時点で一級鉄道の事業者はBNSF鉄道，CSXトラン

スポテーション，グランド・トランク，カンザス・シティ・

サザン鉄道，ノーフォーク・サザン鉄道，スー・ライン鉄道，

ユニオン・パシフィック鉄道の7社である 29)． 
STB が開示している鉄道一級事業者の財務報告書による

と，全ての会社が黒字を計上している（2017 年度時点）30)．                                                                                                                                                                                  
黒字経営の貨物鉄道会社は自己資金による設備投資が基本

だが，鉄道建設，車両や設備更新には政府からの補助金を利

用するスキームもある． 
 
1.2 旅客鉄道事業者 
 アメリカの旅客鉄道は，大きく分類すると都市を結ぶ都市

間鉄道 (Intercity Rail)，都市と郊外を結ぶ通勤鉄道

(Commuter Rail)，都市内輸送を担うその他の鉄道（Heavy 
Rail, Light Rail, Monorail）がある 31)．それぞれについて紹

介したい． 
 
1.2.1 都市間旅客鉄道事業者 
都市間旅客鉄道事業は前述のアムトラックにより一元的に

実施されている．政府より都市間旅客鉄道事業を提供する独

占権が付与されるとともに，線路使用料を支払うことで貨物

鉄道の路線へのアクセス権が与えられている．アムトラック

は異なる4つの路線を提供している．すなわち，近距離輸送，

長距離輸送，北東回廊の地域輸送及びアセラ（北東回廊の高

速輸送）である． 
約2万1,000マイルの運行区間を有するが，自ら保有する

区間は北東回廊など700マイルに過ぎず，残る区間は貨物鉄

道事業者から線路を借りて運行をしている．そのこともあり，

運行本数，運行速度のみならず定時性に大きな課題を抱えて

いる． 
 
1.2.2 通勤鉄道事業者 
通勤鉄道は郊外と都心を結ぶ鉄道であり，全米に 28 ある

1)．運営は全て公的機関によって実施されている． 
一方で，この数十年の間に公的機関による運営は直営方式
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から事業契約方式に変化してきている．経費削減と輸送サー

ビスの向上が主な動機であるが，労働組合はこの変革に反対

してきた．なお，アムトラックもこの事業契約方式に応札し

ており，民間事業者と競争している． 
例えば，筆者の住むバージニア州の通勤鉄道は Virginia 

Railway Expressにより提供されているが，運行はフランス

鉄道のグループ会社であるKeolis32)が実施している 33)． 
 
1.2.3 その他鉄道事業者 
「その他」と一括りにしてしまったが，その規模は大きい． 
日本人には馴染みのない名前だが，Heavy Railは地下鉄を，

Light Railは路面電車をイメージされたい．全米にそれぞれ

15 エリア，22 エリアある．エリアとしたのは，単に路線数

という意味ではなく，路線網と意味するためである．全米第

一の規模を誇るニューヨーク地下鉄の1日輸送人員は約500
万人と，世界的に見てもその規模は大きい 34)．しかし，第二

位であるワシントンメトロの 1 日輸送人員は約 60 万人と，

その規模はニューヨーク地下鉄と比べてかなり差がある 35)． 
なお，ワシントンメトロは近年，経営の効率化や運行の信

頼性向上を目指し一部運行の外注化を計画している 36)． 
 
 
2————ロビイスト 

 
日本とは大きく異なり，政府機関に対し事業者の声を代表

するロビイストが存在する．前述の FRA に対して米国鉄道

協会（AAR：The Association of American Railroads），FTA
に対して米国公共交通協会（APTA：American Public 
Transportation Association）である．それぞれ，政府機関に

働き掛けることで必要な補助金を引きだして効果的なインフ

ラ整備を実施している． 
 
2.1 AAR26) 

AAR は貨物鉄道業界の利益に資する目的で活動する組織

である．その影響力も大きく，交通政策に関して議論する上

院の「商業・科学・交通委員会」，下院の「交通・インフラ委

員会」では，AAR会長が意見を述べる機会が与えられている

ほどだ． 
 
2.2 APTA37) 

APTAは公共交通に関わる組織や企業を代表する組織であ

り，会員数は1,500を超える 38)．公共交通利用者は年々増加

しており，APTAのプレゼンスも大きくなってきている． 

APTAの政府機関への訴求方法は極めて明確で，キーポイ

ントを「見える化」している．例えば，「公共交通に10億ド

ル投資すると5万人分の労働と6億4,000万ドルの税収を創

出する．公共交通は民間企業に 358 億ドル支払っている．」

といった訴求方法を取っている 1)． 
 
 
3————おわりに 

 
 本稿はアメリカの鉄道業界に関連するプレーヤーを抽出す

ることを目的として記述した．その他重要なプレーヤーとし

てはシンクタンク，コンサルタント，メーカー等が挙げられ

るが，範囲が広がりすぎて的が絞り切れなくなってしまう恐

れがあるため本稿での言及は避けたい． 
 モノの移動を支える貨物鉄道事業者は黒字，ヒトの移動を

支える旅客鉄道事業者は赤字，という構造が見えてきた．実

際は、公共交通は旅客鉄道のみならず全体としても，営業費

の約37％しか運賃でカバーできておらず，補助金に依存した

運営となっている 1)． 
しかし公共サービスとして考えた場合，モードの選択肢は

多く，例えば近距離移動では地下鉄，バス，タクシー，最近

ではライドへーリングサービス（民間），バイクシェア等多岐

にわたる．さらに近年MaaS（Mobility as a service）という

交通全体を一つのサービスとして考える思想により一括支払

いも可能となってきており，利便性は向上している．実際に

ロサンゼルス交通局もこの思想を取り入れた計画を実施して

いる 39)． 
旅客鉄道単体を切り取って考えた場合，定時運行性，収益

性は日本の品質の方が高いかもしれないが，公共交通全体と

して考えた場合，アメリカから学べることは多い． 
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